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研究成果の概要（和文）：本研究では、国家法や慣習法といったカテゴリーを横断し問い直しながら、法分野の
国際協力、インドの環境訴訟、日本の人口過疎地域における自然と人間の関係といった事例において、法の生成
するプロセスを民族誌的にとらえた。またマルチスピーシーズ民族誌と結び付けて文化人類学と法人類学の接点
を捉え直したほか、現象学の慣習法論への応用可能性の考察、刑事司法における感情の役割の考察を通じて、法
哲学と文化人類学を架橋する研究を進めた。

研究成果の概要（英文）：In this project, while rethinking and reexamining categories such as state 
law and customary law, we have ethnographically examined the process of "the making of law" in the 
cases of international cooperation in the field of law, environmental litigation in India, and the 
relationship between nature and human beings in underpopulated areas in Japan. We also examined the 
relationship between legal anthropology and multispecies ethnography and connected legal philosophy 
and legal anthropology by examining the applicability of phenomenology to customary law theory and 
the role of emotions in criminal justice.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、法の人類学的研究がこれまで課題として十分に意識してこなかった以下のような点に注目して、法人
類学に貢献するとともに、より広い領域に波及するような問題提起を行うという独自性を持つ。① 国家法や慣
習法、成文法や不文法といった法に関係するカテゴリーを前提とせず、それらが相互に参照・依存することによ
って法が生成していくプロセスを民族誌的に記述した。② 専門知の生成を論じる科学技術社会論、慣習化され
た行動の設計を重視する行動経済学、私法をめぐる法哲学という、これまで十分に結びつけられてこなかった学
問領域とも連携することで、新たな理論枠組みを示した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) 法人類学の展開 
法人類学はこれまで、法と社会の関係を研究するにあたって、西洋・近代社会における制定法
（国家法）以外の、慣習や社会規範の役割に着目してきた。そこでは、長期の現地調査に基づい
て、諸社会の土地所有・婚姻・相続の規則や、伝統的・地域的な紛争処理のありかたについての
議論が蓄積されてきた。こうした研究は法律の解釈論や判例の分析のみに注力する姿勢を批判
し、1980年代に法多元主義（legal pluralism）に結実した［Griffiths 1986］。 
 
(2) ポスト法多元主義の法人類学が抱える課題 
しかし「国家は法を独占するものではなく、一つの社会には複数の法システムが共存している」
という法多元主義のもと、主に慣習や社会規範一般について論じることで国家法を相対化する
研究からは、異なる課題が生じている。それは法学との関係において、「先進国・国家法・専門
知→法学、途上国・慣習法・非専門知→文化人類学」というカテゴリーの固定化、および事実上
の棲み分けが進み、法にかかわる現象一般を論じるはずの法人類学の射程が限定される傾向が
あることだ。 

 
(3) それに対する近年の研究動向と課題 
とはいえ、法の解釈や運用を社会との関係でとらえるために法人類学が設定した当初の問い
の重要性は失われていない。国家法の作用する場そのものを扱う研究［ラトゥール 2017］や、
国際協力において慣習法を尊重し制度化する動き［Tamanaha(ed.) 2012］など、国家法や慣習法と
いう区分のあいだを移動し、法についてのカテゴリーそのものを問い直すような研究も現れて
きている［Riles 2000］。研究代表者は後述するように、これまで主にインドネシアでの現地調査
によって、こうした従来の法人類学では周縁的とみなされてきた事例について検討を重ねてき
た。 
したがって、現在必要とされているのは、法人類学における慣習法研究の問いを引き継ぎなが
ら、対象を限定しすぎることなく、別の視点から国家法を相対化することである。より具体的に
は、国家法や慣習法といった法にかかわるカテゴリーを前提に後者を扱うのではなく、両者およ
びそのほかの領域を横断しながら、法が生成するプロセスを明らかにすることであろう。本研究
では、科学という専門知の体系を相対化してきた科学技術社会論や、慣習化された行動に注目す
る行動経済学、法人類学と同様に法の概念を扱ってきた法哲学の視角を取り入れて、この問いに
取り組んだ。 
 
 
２．研究の目的 
法人類学においては、法律の解釈論や判例分析だけでなく、人々の生活や、慣習法と名指され
るものをはじめとする多様な社会規範との関係において法のありかたを考えることの必要性が
長らく意識されてきた。これに対して近年、国家法の運営の場そのものや、法概念の運用のあり
かた自体を対象とするような研究が現れてきている。 
こうした近年の研究動向を背景とする本共同研究の目的は、（１）国家法や慣習法といったカ
テゴリーを横断し問い直しながら、法の生成するプロセスを民族誌的に記述すること、そして
（２）他の学問領域との連携によって、法人類学の視点から法の生成についての新しい理論枠組
みを示すことであった。この目的を達成するため、研究代表者および研究分担者の国内外での研
究成果を共有し発展させ、従来の法人類学とは異なる角度から国家法を相対化することを試み
た。 
 
 
３．研究の方法 
本研究では、研究代表者・分担者がそれぞれの領域で蓄積してきた知見を共有しながら、文献
調査および現地調査（日本・インド・インドネシア）を行い、これまで法の人類学において周辺
的と見なされてきた事例（法分野の国際協力、インドの環境訴訟、日本の人口過疎地域における
人間と自然の関係）において、法が生成する具体的なプロセスを民族誌的にとらえることを試み
た。また、特定の法律や慣習的規範などが発現するそのプロセスにおいて包摂されているもの、
逆に排除されているものをも明らかにし、それぞれの事例を比較検討することを通じて、法をど
のようにとらえるかについての新しい視座の提示を目指した。 
 
 
４．研究成果 
（1）研究実績の概要 
初年度は、研究代表者・分担者間の意見交換によって、本研究の問題設定を明確にし、それぞ



れ理論的検討および事例分析に着手した。国内での研究会は 3回実施することができた（6月 9
日、10月 20日、11月 30日）。第 1回は全体で、第 2回・第 3回はそれぞれ二人の発表者が途中
経過について報告した。こうした作業を通じて、本研究の全体とそれぞれのテーマとの結びつき
がより明らかになり、自動運転技術といった国内の事例や、法哲学における「法と感情」論とい
った問題系との関係も新たに議論になった。 

2020 年度は、当初の研究計画では合計 2 回の国内研究会での研究成果の共有、国際学会
Commission on Legal Pluralismでのパネル発表、日本法哲学会での研究報告を予定していたが、
新型コロナウイルスの感染拡大の影響で、大きく変更を迫られた。それぞれの進捗状況について
共有するための研究会は予定通り、オンライン形式で 2 回実施した（9 月 5 日、2021 年 3 月 1
日）。しかし Commission on Legal Pluralismの研究大会は当面延期、日本法哲学会の企画も一年延
期となった。また予定していた現地調査についても、海外では実施することができず、国内でも
大きく規模を縮小せざるをえなかったため、補助事業期間の延長を申請することとした。 
こうした計画変更を受け、オンラインによるインタビューなど、現状で継続できる調査・研究
の方向を模索しながら、文献資料の分析に主に注力することになった。またここまでの議論を受
けて研究組織を見直し、法哲学の理論と個別具体的な実践を架橋する視点をさらに強化するた
め、研究分担者を追加することを決定した。あわせて成果発表に向けて、候補となる学術雑誌な
どについても検討を進めた。 

2021 年度は、当初予定していた国際ワークショップの計画は社会状況を鑑み見直すことにし
たものの、国内での研究会をオンラインで 6回実施した（6月 14日、8月 25日、10月 29日、
12月 13日、2月 7日、3月 9日）。ここでは隣接領域である法と倫理の人類学、法多元主義、法
と感情をめぐる近年の研究動向について検討した。合わせて、法と開発の実践、ガンジス川の法
人格をめぐる訴訟や、国内の人口過疎地域における野生動物や植物などの自然と人間の関係、法
的確信、ナッジ論における慣習的行為の想定といったテーマについてそれぞれが分析を進めた。
その成果は『文化人類学』、『法哲学年報』をふくむ国内外の学術雑誌に掲載されたほか、日本法
哲学会など国内外の学会での口頭発表も行った。 
最終年度は研究会をオンラインで 4回（6月 19日、8月 31日、10月 4日、12月 9日）実施
し、ここまでの成果について意見交換した。具体的事例としては、複数の法システムを背景とし
て行われる法整備支援プロジェクト、インドの環境訴訟やガンジス川への法人格付与をめぐる
訴訟事例、人口減少が問題となる山間地域において、自然の秩序の変化が引き起こしている社会
関係や制度の改変を対象として、どのように法が生成しつつあるかを明らかにした。また、マル
チスピーシーズ民族誌との接続など、文化人類学と法人類学の接点の捉え直しや、さらに現象学
の慣習法論への応用可能性の考察、文化人類学の情動論とも接続した刑事司法における感情の
役割の考察を通じて、法哲学と文化人類学を架橋する研究を進めた。 
そのうえで残された課題を整理し、「条理」をキーワードとする次のプロジェクトの構想に着
手した。また、全体の研究会での議論を踏まえつつ、それぞれがフィールドワーク・文献調査を
実施した。その成果は国内外の学術雑誌に掲載されたほか、日本法社会学会やアメリカ法社会学
会をふくむ国内外の研究会・学会で報告した。 
 
（２）今後の展望 
本研究課題は「法の生成」を論じる新たな視点の獲得につながったが、それをもとにして法学
といかに対話していくかについては課題として残されている。次の段階として、共通する問題関
心から法学の内部で行われている議論も参照しながら、研究を発展させることが重要となるだ
ろう。 
研究会での議論からは、国家法の相対性を意識した法学内部の議論、具体的には「法律も慣習
も存在しない場合」の裁判の基準として位置付けられている「条理」の概念を、法人類学・法哲
学・法社会学の立場から多面的に再検討し、法の文化人類学的研究における新しい枠組みとして
発展させることが次の課題として浮かび上がってきた。 
こうした法人類学と法哲学・法社会学との協働の可能性については、2023 年度からの新しい
研究プロジェクトである「条理の法人類学」においてさらに展開していく予定である。また、2023
年 10月に開催される IUAES（国際人類学民族科学連合）の研究大会でのパネル報告に向けて準
備を進めており、今後も成果発信を続けていく。 
 
 
＜引用文献＞ 
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 ３．書名

 ３．書名
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術：続・対話で創るこれからの「大学」』

「技術と環境：人はどうやって世界をつくり、みずからをつくりだすのか」松村 圭一郎, 中川 理, 石井
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